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現在のPマルチキャスト出御繍酬に関して，ユニキャストとマルチキャストの御織を管理する必要がありノトタの負担が大

きくなる等の課題がある.この課題を角rt.i央することを狙し、としてドメイン限定マルチキャストと呼ぶ新しし?マルチキャストのア

ーキテクチャを提案した.本稿では，本アーキテクチャのドメイン問マル手キャスト経路制御4 コ適用の概要を述べ既存のドメ

イン間マノLチキャスト経路指l胸]プロトコル仰SDP，BGMP)との比勝利耐こっして述べる.
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1 はじめに

インターネットの普及に従い、インターネット上の様々な

アプリケーション庁i提案、導入されているc IPマルチキャ

ストはインターネット上でマルチメテ、イア会議プッシュ型

情摘出言等を実現するための基盤闘すとして提案され、イン

ターネットf婚指標準化委員会 (IEl下)で様々なマルチキャ

ストプロトコルの標準化が進められている。しかしながら、

現在の Fマルチキャストは実際却皆にあり、十分にインタ

ーネット上で普及していない。 P マルチキャストの普及を

限害する主要な要因のーっとして、 Fマルチキャスト経路

制御の字数世さを挙げることができる。 F マルチキャストの

経路制卸に関して、下記明快すべき技術調Eがある。

(1)既蒋の Fマルチキャスト経路市lJf卸プロトコノレは Fユニ

キャスト経路市1111卸プロトコルと独立に設計されているた

め、ルータでは両方のプロトコルの御各表を管理する必

要があり、特にドメイン閉経路制御を行うバックボーン

ノ1.--ータの負担が大きしも

。)既存の P マルチキャスト経路制御プロトコルでは、 ド

メイン外の送信ホストから指定したドメインに対しての

みマルチキャスト配信を行うアプリケーションを実現で

きなしも

このような胡潜在，解決することを狙いとして、 ドメイン限

定マルチキャス卜住吃M:Domain白凶'aInedMu除制)と呼

ぶ Fマルチキャストの新しいアーキテクチャを提案してい

る[11
本稿では、 ドメイン限定マルチキャストのドメイン間マル

チキャスト趨倒i蜘吋〉適用と、既前〉ドメイン間マルチキ

ャス卜経路制御プロトコル制SDP、関MP)との此鰯平価

につ1.、て述べるc

2 DCMアーキテクチャの概要

提案した配Mアーキテクチャの概要を述べる。

OCMアーキテクチャでは、西国言範囲として特定のドメイ

ンを指定したマルチキャストを実現する。このため、送信ホ

ストが対象のドメイン外で送信した F マルチキャストデー

タグラムは、自己{詩包閉に指定したドメインの境界/レータまで、

ユニキャストによって配{言され、境界ルータに到着後、 ドメ

イン内では既存のドメイン内マルチキャスト飽倒脚によっ

て配信される。

本アーキテクチャを IPv6ネットワーク上で実現するため

に図lに示すアドレス形式を提案する。
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仰bIX:Iopology 

図1 lPV6上での提案アドレス形式

本アドレス形式において、ユニキャストによって百出言する

ドメインを、 IPv6の集約可能グ.ローノヤレユニキャストアド

レス(A即可描bleGlobaJ Uniωt Addr田部) [2]のパブリック

トポロジーと対応付ける。また、 DCMアーキテクチャのア

ドレス形式を識別するために、 1Pv6マノげ・キャストアドレ

スの釦opフィールドを利用し、例えば、 "A"を害11り当てるc

ルータはまず受信した F マルチキャストデータグラムの

宛先アドレスの形式を紳くる。アドレス形式訪~ r:吃M アーキ

テクチャの場合、ルータは宛先アドレスのパプ‘リックトポロ

ジーの値に基づいて、配信メカニズ.ムを決定する。

パブ‘リックトポロジーカ匂いータの所属するパブリックトポ

ロジーと異なる場合、そのパブリックトポロジーに従って、

/レータは自分自身の持つユニキャスト経路制御のための経路

表を利用して章£去先を決定する。

目的のパブリックトポロジーの境界ルータからは自ドメイ

ン内のマルザキャスト経路市IJiI卸を利用して Fマルチキャス

トデータグラムを事局差するc

3 ドメイン問マルチキャスト経路制御へ

の拡張

OCMアーキテクチャでは、インターネット全域に分散す

る受信ホストに対する P マルチキャスト配信を行う場合、

以下のような問題争予ある。

(1)受信ホストの存在する全てのドメインに対して、送信

ホストで各ドメインを配信組到に限定した Pマルチキャ

ストデータグラムを複製して、配信する必要がある。

(2) 配信事包現に指定したドメイン内に、マルチキャストグ

ノレーフ。の参加ホストが存在しない場合でも、そのドメイ

ンの境界ルータまで、 IPマルチキャストデータグ‘ラムが

配信されてしまうc

上記の問題を解決するために、 DCMアーキテクチャのド

メイン問マルチキャスト経路側~拡張を提案する。

3.1アドレス形式

インターネット上の全ドメインを指定するために、パプ‘リ

ックトポロジーに特別の値(例えば、オールI)を定義し、

また、全ドメイン特定のアドレス形式を諮問けるために、抑

フィールドに特別の値(例えば、唱")を定義し、これを用

しも個2)。
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図2 全ドメイン指定の提案アドレス形式

3.2ドメイン情騒路蜘脚

受信ホストのいなし、ドメインへU酒己信を.11備tlするために、

ドメインの境界ルータでは、マルチキャストグ〉トプ毎に、

そのグ、ループlこ参加してbも受信ホストが存在するドメイン

のリストを管理する。このグループメンノくー情報を交換する

ためにDCMアーキテクチャではBGP4の利用を提案する。

全ドメインを酒田郡出現に指定した P マルチキャストデー

タグラムを自ドメイン内から受信した境界ルータは、受信ホ

ストが存在する外部ドメインに宛てて、この F マルチキャ

ストデータグラムを複製し、配信する。この際、宛先t精建

ドメインまで百目言するために宛先アドレスの全ドメインを指

定したパブリックトポロジーを宛先σ滑定のドメインを指定

したノミブリックトポロジーのアドレスに置換する3

ドメイン間ルータは、このパブリックトポロジ→青報iこ基

づいて、ユニキャスト経路指仰を行う。

宛先ドメインの境界ルータがやくケットを受信した場合、

パブリックトポロジーの{直が自ドメインのもので、その副司P

が'官"の場合は、パブリックトポロジーの値を全ドメイン指

定値(オ」ル1)に睦換し、 ドメイン内へマ凡ヂキャスト配

信するc (図3)

霊童 境界ルー

図3 ドメイン問マルチキャスト経路鰍限試の概要

3.3 ポリシーに基づく経路帯悩切実現

以ごMアーキテクチャではドメイン関経路制御にBGP-4を

利用するので、 BGP-4で実現してし、るポリシーに基づく経

路指仰をOCMアーキテクチャに適用可能である。
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境界ノトタは、各ノザリックトポロジーと groupIDのベ

アに対して、経路情報を保持している。従って、配M アー

キテクチャは、パブりックトポロジーと groupIDのペア毎

に経路市l胸1ポリシーを定義することを可能としている。この

ポリシーは、そのパブリックトポロジ:_，こ対して寸鮒に適

用される経路市出卸ポリシ」と異なっていてもよしも(図4)
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注く且L>I士全ド・メインを示刺画オ」ノレ1)を、 <#1>はPublicTopo~吻

#1の値を安す。

図4 ポリシ{に基づくドメイン間際路帝l胸ゆイメージ

3.4まとめ

以上述べたように、配Mアーキテクチャは、 ドメイン閉

経路市出卸のために新たにドメイン間マルチキャスト経路制御

プロトコルを必要としなしL ドメイン間マルチキャスト経路

市出卸のために BGP4インフラストラクチャを適用すること

により、 ドメイン間経路指出卸を行うパックボーンルータの負

荷をカ幅に輯枕することができる。

4 評価

本章では、 3車て述べた OCMアーキテクチャに基づくド

メイン間マルチキャスト経路帝脱却と、既存のドメイン問マル

チキャストル経路制御プロトコルとの比隣軒面を行う。最初

に、既存のドメイン間マルチキャスト経路持IJfI却プロトコノレと

して MSDPおよびBGMPの概要について述べ続し、て、こ

れらのプロトコノレと提案方式との比麟怖を行う。

4.1 ドメイン間マルチキャスト経路帝l胸lプロトコ凡の概要

4.1.1 MSDP 

MSDP CMulticast so四四日~V句， Proto∞n抑止独立し

た P品4・SM[4]ドメイン聞を相互接続するために提案された

プロトコルで‘あるc 1¥のSPは、 PIM-SMドメイン聞を相互接

続するMSDPネットワークを構築するために使用される。

P削 .-SM ドメインの境界ルータは、 MSDPを使って他

PIM-SMドメインの境界ルータと通信する。境界ルータは、

PIM，・SMドメインの RPでもある。 P削 -SMドメインのホス

トが F マルチキャストデータグラムの送信を開始する時、

当該ドメインの境界ノレータは、 MSDPSAメッセージを利用

して、その情報(即ち、ホストが F マ凡Jチキャストテ二一タ

グラムの送信を開始したこと)を他の PlM・SMドメインに

周知する。 PIM-SM ドメインの境界ルータがドメイン内から

PIM・SM10mメッセージを受信した時、既に受信した附DP

SAメッセージで周知された他ドメインのi差信ホストに対し

て、 PIM-SM10inメッセージを転きする。結果として、複数

の P削 -SMドメイン上で、 Eマルチキャス卜パケットを配

信するための送信元ツリーが構築される。 MSDPの方式概

要を図5:こ示す。送信ホストを凡{トとする共有ツリーカ¥1:薄

築されるため、 P マルチキャストデータグラムの配信経路

はほぼ最適化されている。一方、受信ホストが存在するすべ

てのドメインに対して、単一のツリーが+鶴表されるため、大

規働旨 Pマルチキャストアプリケーションに対しては、十

分なスケーラピ、リティがなしも

PIM-SM domain 

PIM・SMdomain 
PIM-SM domain 

図5 MSDPの概要

4.1.2 BGMP 

BGMP但orderG鵠 wayMu恥部tpro以沼.J)閃は、 ドメイン

閑マルチキャスト経路市l.lfl卸乃ために、 ドメイン聞で双方向の

共有ツリーを構築するためのプロトコルである。図6を用い
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て概要を述べる。

ここでは、 PIM-SMがドメイン内マルチキャス卜経路備IJfJ卸

プロトコルとして使用されていることを想定する。 ドメイン

Eの境界，Jv-ータがドメイン内からPIM-SMJoinメッセージを

受信した時、境界ノレータは各グ、ループ毎に決定されるノレート

ドメインに向けて BGMPJoinメッセージを送信する。 P削・

SM 10inメッセージのマルチキャストアドレスを含むアドレ

ス奇聞に対してルートドメインlti夫定される。 ドメインへの

アドレスの割り当てにはMASC(Mu耐伺説 Addr田島臼tα泊n)

[6]カ2利用される。図6の例では、 P マルチキャストアドレ

ス ("224.0.1.1，，)の/いートドメインは、 ドメインBである。

BGMP 10mメッセージは、 BGP4によって設定された経路

情報を利用して、ノいートドメインであるドメインBに向けて

転きされる。このように、 BGl¥伊は、 PIM-SMと同様のや

り方で、マノvチキャストアドレスを割り当てたドメインをル

ートとする双方向共有ツリーを構築するc ドメイン内からF

マル手キャストデータグラムを受信した時、境界ル{タは、

その F マルチキャストデータグ、ラムU涜先マルチキャスト

アドレスに対して BG恥.fPにより構築された双方向共有ツリ

ーを利用して、その F マルチキャストデータグラムを配信

する。このようにして、 BG恥.fPでは PマルチキャストテL

タグラムをドメイン問で百目言する。

図6 BGMPの概要

42 ドメイン問マルチキャスト経路申胸プロトコルとの比較

評価

ドメイン問マルチキャスト経路制御に関する要求条件は

mにまとめられている。これらに関して、 OCMアーキテク

チャに基づ、くドメイン間マルチキャスト経路市Ijfl却と、既存の

ドメイン問マルチキャストル経路制御プロトコル (MSDP
およびBGMP)との上目指判品を行う。

4之1経路情報の量

送信元ツリー型のマルチキャスト経路市iJ1卸プロトコノレの場

合、 Pマ凡手キャストデータグラム時鶴市出卸のために、 S.
G)エントリと呼l対1る送信ホストとマルチキャストアドレ

スσγくア毎σ糠路情報を{尉守する必要がある。一方、共有ツ

リー型のマルチキャスト経路制御プロトコルの場合、 F マ

ルチキャストデータグラムU濃路唱l仰のために、(キ， G)エ

ントリと呼l訪1るマノvチキャストアドレス毎の経路情報を保

持する必要がある。 (S，G)エントリと比べてルータで附寺

すべき情報量が少ないので、(て G)エントリの方が経跨情

報の量の観長からは望まししL この要求剣牛は、 ドメイン問

マパノチキャスト経路市町卸プロトコルのスケーラピリティを実

現するために非常に重要である。

配 M アーキテクチャは、 BGP4で設定されたユニキャス

卜経踏情報を利用することから、マルチキャスト経路制御の

ために新しいエントリを必要としなし'0MSDPは、 PIM・SM
ドメイン間で送信元ツリーを構築することから、 MSDPル

ータはマルチキャスト経路市出卸のために侶， G)エントりを

保持することになる。 BGMPは、マルチキャスト経路制御

のために双方向の共有ツリーを構築するため、 BGMPルー

タは(*， G)エントリを{尉寺する。加えて、 BGMPはi効率

的なマルチキャス卜経路市H卸のために送信元ツリーを構築し

てもよ~\，この場合、 BGMP ルータは (S， O) エントリも保

持することになる。

4.2.2 経路悌Eの樹寺管理

F マルチキャストデータグラムの配信経路を最適な状態

に車留守することは、非常に重要である。そのためには、 ドメ

イン内で最初の受信ホストがマノレチキャストグノレープに参加

した場合、速やかにそのドメインに対して配信itB各を設定す

る必要がある。同様に、 ドメイン内て最後の受信ホストがマ

ルチキャストグループを開脱した場合、速やかにそのドメイ

ンに対して設定した配信経路を削除する必要がある。このこ

とは、受信ホストの参加、離脱に対応して、 E マルチキャ

ストデータグラムの配信ツリーの形状ができるだけ速そ功当に

変化する必要があることを意味する。そのためには、経踏情

報をドメイン問で頻繁に突換する必要がある。しかしながら、

頻繁な経附静Rの交樹立パケット紛失の痢週となる可能性が

あり、結果としてネットワークの経路f静財2不安定になる可

能性がある。従って、経路↑静E時樹宇管理に関しては、経路

↑静Rの最盛性と安定性のバランスを考慮する必要がある。

町 M アーキテクチャでは、境界ルータがドメイン内て最

初の受信ホストを検出しお時、他ドメインに対して経跨f静R
を周知する。この周知のために、 BGP4のインフラストラ

クチャを利用する。

間 DPでは、 ドメイン内て新しい送信ホストを検出した

時、境界ルータは、他ドメインに対してMSDPSAメッセー

ジを利用してその送信ホストの周知を開始する。その送信ホ

ストが Fマルチキャストデータグラムを配信し続ける限り、

このメッセージは定期切こ周知される。境界ルータは、ドメ

イン内から PIM-SMJomメッセージを受信した時、受信済み

のMSDPSAメッセージにより既に周知された送信ホストに

向けて、PIM-SMメッセージを送倍する。結果として、PIM-SM
ドメイン問でPIM-SMの送信元ツリーカヰ存築される。

BGMPでは、境界ルータがドメイン内で受信ホストを検

出した時、 ドメイン問で配信経路が設定される。 4.12て対:

ベたように、配信経路は BG乱1p10mメッセージをルートド

メインに対して送信することにより構築される。

OCMアーキテクチャと BGMPでは、 ドメイン内で受信

ホストを検出した時、直ちに面白言経路が構築される。従って、

町言経路は MSDPよりも最菌な状態で維持される。しかし

ながら、送信ホストが存在しない場合、結果として、不必要
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f通，e{言経路が構築されることになる。一方、 MSDPの場合、

不必要な配信経路は構築されなLが、受信ホストが存在しな

い場合、不必要な送信ホストの周知が定期的に発生すること

になる。

4.2.3 マルチキャスト経路告腕阪激率

P マルチキャストのドメイン閉経路市lJt仰においても、配

信経路が蔚塩化されてし、ることが望まししL 一般に、 BGMP

のような共有ツリー型のマルチキャス I'*B各制御lプロトコル

は、 MSDPのような送信元ツリー型のマルチキャスト経路

制御プロトコルに比べて、自括経路が品由化されてL、なl'c

以ごM アーキテクチャでは、 BGP-4を利用して、 Fユニキ

ャストと同様のやり方で百四言樹紡1機長される。従って、4.2.4

で述べるポリシーに基づく経路市山駒場2響を除くと、削言経

臨ま十分に筋道化されている。

MSDPでは、 P削・SMの送信元ツリーを構築するメカニズ、

ムを使用して、送信ホストをルートとする配信ツリーを構築

するので、配信経路は街盛{ヒされているw

BG恥伊では、 Fマルチキャストデータク'ラムを配信する

ために、ルートドメインa-J:"'--卜とする双万向の共有ツリー

を構築する。従って、 BGMPσ削言経路は、 DCMアーキテ

クチャ及ひ~ MSDP (f酒田言御各に比べると施直化されていな

ハBGMPの配信経路は、受信ドメインが柄主するドメイ

ンの境界ルータから送信ホストが削げるドメインの境界ル

ータに向けて、ショートカットt1.lf告を構築することにより、

ある陶芝、最塩化可能である。

4.2.4 ポリシーに基づく経路事脚

BGP-4のようなドメイン閉経路制御プロトコルは、ポリ

シーに基づく経附j~fl卸を可能としてし、る。ポリシーに基づく

経路指胸lは、ポリシー(例えば、ビジネス契約上の理由など)

に基づいて、 2つのドメイン問で、必ずしも最油て'はない経

路を設定することを可能とする。 ドメイン問マルチキャスト

経路指胸]においても、ポリシーに基づく帝B各市出卸が実現でき

ることが望ましI.-'cマルチキャスト経路市胸lのポリシーは、

ユニキャスト経路命綱lのポリシーと独立に設定できることが

望まししも 2つのドメイン問て官己信経路を設定する場合、経

路が特定の第三者のドメインに依存しないことが望まし1.-'0

例えは Ö~信協飢必喪.な QOS レベルを提供し如、特定

のドメインに依存することは望ましくな川代表的な例とし

ては、共有ツリー型のマルチキャスト経路制御プロトコルを

使用する時に、共有ツリーのルートが望ましくないドメイン

である場合が端ずられる。

OCMアーキテクチャでは、 ドメイン問マルチキャスト経

路市側lに BGP-4を使用するので、 BGP-4と同レベルのポリ

シーに基づく経路市1Jf1卸を実現することが可能である。加えて、

BGP-4で設定されるユニキャスト経路制御のポリシーと独

立に、マノレサ':.キャスト経路制御のポリシーを設定することが

可能である。また、倒的1特定の第三者のドメインに依存す

ることを避けることが可能である。

MSDPでは、 P臥4・SMドメイン問。酒己信経路は、 P凪tl-SM

の送信元ツリーを構築するメカニスeムを利用して設定される。

BGP-4により設定されたユニキャスト経路制御のポリシー

を利用して、 P恥f-SMJoinメッセージが送信ホストの存在す

るドメインに向けて送信されると仮定すると、 P ユニキャ

スト経E制御と同じレ仲間ポリシーが実現できる。送信ホ

ストが前主するドメインをルートとする送信元ツリーが構築

されるので、特定の第三者のドメインに依存することを避け

ることが可能である。

BGMPでは、 MASCにより Pマルチキャストアドレスの

範囲がドメインに付与された時、 BGP-4を利用して、 P マ

ルチキャス卜の百回言経路が 1Pユニキャストの自国言経路と独

立に構築される。従って、マルチキャスト経路帯H卸のポリシ

ーは、ユニキャスト経路簡明卸のポリシ}と独立に設定可能で

ある。 BGMPは、 ドメイン間マルチキャスト経路市~I卸のた

めに、 P マルチキャストアドレスを付与したドメインをル

ートとする双方向の共有ツリーを構築するので、ある程度、

第三者のドメインに依存することが避けられな¥.'0しかしな

がら、双方向の共有ツリーに加えて、ドメイン問でショート

カット経路を設定することにより、第三者ドメインへの依存

性を緩手町することができる。このメカニズムは、送信ホスト

がIPマルチキャストアドレスを付与したドメインと異なる

表1 ドメイン間マルチキャスト経路帯胸に関する比畷朝面のまとめ

5利直F頁目 OCMアーキテクチャ 恥1SDP BGMP 

経路情報の量 ユニキャス卜経路表のみを使用。 (S，G)エントリ。 (へG)エントリc

経跨f静匝の ドメイン内で受信ホストが検出さ 送信ホストの相主を周知1， ドメイン内で受信ホストが検出され

維持菅理 れた時に、西国詩盟各を員お乞 ドメイン内で受信ホストが検出さ た時に、自国言経路を設定

れた時に、送信ホストへの削言経

路を設定

マルチキャス卜 ユニキャス J'*D各と同じレベルで ユニキャスト経路と同じレベルで 共有ツリーアーキテクチャのため、

倒倒i仰の労伴 総劃じされてし、る。 最盛化されてしも。 他と比べて最盛化されてし、なしL

ポリシーに基づ BGP-4と同じレベル。ユニキャス ユニキャスト経路市H卸と|司じポリ BGP-4と同じレベル。ユニキャスト

く経路制御 ト経路市1111卸のポリシーと独丸第 シ"第3者のドメインに依存し *&i各制御のポリシーと独立。第3者

3 者のドメイン;こ依存しな~'o ft~ '0 のドメインに依存。

ドメイン内マル 独立。 PIM-SMに依存。 独立

チキャスト経路

市H卸プロトコル

からの独立性

可

t



ドメインに存在する場合に有効である。この場合、ショート

カット経路は、送信ホストが存在するドメインと受信ホスト

が存在するドメインの間で設定される。

42.5 ドメイン肉マルチキャスト経路市胸プロトコルからの

他 性

ドメインは、その運用ポリシーに基づいて、使用するドメ

イン内マルチキャスト経路制御プロトコルを決定するa ドメ

イン閉経路市出卸に影響を与えることなく、 ドメイン内マルチ

キャスト経路制御プロトコルを変更で、きることが望まししL

従って、 ドメイン問マルチキャス卜経路制御のアーキテクチ

ャは、 ドメイン内マルチキャスト経路布出却プロトコルと独立

に設計することが望まししL ドメイン内マルチキャスト経路

市悩lプロトコルには、 PIM-SMのような共有ツリー型マルチ

キャスト経路制御プロトコルと DVl¥侭Pのような送信元ツ

リー型マルチキャスト経路制御プロトコルが柄主するo 従っ

て、ドメイン間マルチキャスト経路指Iftl卸のアーキテクチャは、

両方の型のマノレチキャス卜経路鰍卸プロトコノv7.J~ ドメイン内

で使用されることを前提として設計する必要がある。

配 M アーキテクチャは本質的にドメイン内マルチキャス

ト経路制御プロトコルとは独立に設計されている。 BGMP

は既存のドメイン内マルチキャスト経路掃Uf:卸プロトコノレとの

相互接続を考慮して設計されている。この目的のために、

BGMPは、 PIM-SM、DV恥恨Pなどのドメイン内経路布l胸プ

ロトコルとの相互接続ノレーノレを規定している。 MSDPは、

各ドメインが P酌I-SMをドメイン内経路市IJfI卸プロトコルと

して使用することを前提として設計されている。

4.3 まとめ

以上の上回穏朝面の結果を表1にまとめる。

以上から、提案する DCMアーキテクチャは既存のドメ

イン問マルチキャスト経路市町卸プロトコルと此鍛して下記の

点て寸ぐれてし、る。

(1)配M アーキテクチャは、 ドメイン問マルチキャスト経

路指IJf卸に既存の BGP4インフラストラクチャを使用する

ため、新たなドメイン間マルチキャスト経路制御プロト

コノレをドメイン間ル{タに実装する必要がな川結果と

して、 ド、メイン間ルータの負荷を対話に自l触する。

(2) 42の言刊而で、 J)経路情報の量、 2)マルチキャスト経

路制御の効率、 3)ポリシーに基づく経路制御、 4) ドメ

イン内マルチキャス卜経路制御プロトコノLからの独立性

に関しては、他プロトコルと比較して、同等かそれ以上

に優れているc

なお、 4.2の評価で、経路↑静Rの維持管理に関しては、各

方向こ一長一売訪1あり、どの方式訪漉れているかにつLては、

一概には決定できなしL

5 おわりに

本稿では、 ドメイン限定マルチキャストのドメイン問マル

チキャスト経路制御への適用と、既存のドメイン間マルチキ

ャスト経路制御フ。ロトコル (MSDP，BG恥1P)との上目滋軒両

につして述べた。

E吃M アーキテクチャはドメイン閉経路制御に既存の

BGP4を利用しているため、新たなドメイン問マルチキャ

スト経路指糊lプロトコルを必要としなしL結果としてドメイ

ン閉ルータの負荷を締墳で、きる可能性がある。

E吃M アーキテクチャは、ブ寸規模マルチキャスト町言の実

現こ向けて、 Fユニキャストと Pマルチキャス卜の利根を

最大限に活用するために、両者の統合を図った最初の開Eで
ある。

今後、試作システムによる OCMアーキテクチャの有効性

のE判師、 IETFなどハの標準化提案などlこつL、て検討を進め

る予定である。
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